
●
は
じ
め
に

　

二
〇
一
二
年
一
月
に
マ
リ
共
和
国
北

部
で
武
装
蜂
起
し
た
ト
ゥ
ア
レ
グ
人
組

織
「
ア
ザ
ワ
ド
解
放
国
民
運
動
」（
Ｍ

Ｎ
Ｌ
Ａ
）
は
、
強
力
な
武
力
に
よ
っ
て

支
配
地
を
拡
大
し
、
つ
い
に
四
月
六
日

に
マ
リ
北
部
の
「
独
立
」
を
宣
言
す
る

に
至
っ
た
。
ま
た
、
北
部
で
の
戦
闘
拡

大
と
並
行
す
る
か
た
ち
で
、
首
都
バ
マ

コ
で
は
三
月
下
旬
に
ク
ー
デ
タ
未
遂
事

件
が
発
生
し
、
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た

暫
定
政
権
に
よ
る
不
安
定
な
統
治
が
続

い
て
い
る
。

　

今
回
の
事
件
は
、
一
九
九
〇
年
代
以

来
、
比
較
的
安
定
的

に
維
持
さ
れ
て
き
た

マ
リ
の
民
主
主
義
を

大
き
く
動
揺
さ
せ
た

の
み
な
ら
ず
、
サ
ハ

ラ
・
サ
ヘ
ル
地
帯
の

不
安
定
化
を
も
た
ら

し
か
ね
な
い
も
の
と

し
て
、
ア
フ
リ
カ
諸

国
か
ら
強
く
懸
念
さ

れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

今
回
の
「
独
立
」
宣

言
へ
の
、
ア
ル
＝

カ
ー
イ
ダ
に
近
い
と

さ
れ
る
過
激
な
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
組
織
の

関
与
は
、「
対
テ
ロ
戦
争
」
に
取
り
組

む
欧
米
諸
国
の
関
心
も
引
き
つ
け
て
い

る
。
す
な
わ
ち
今
日
の
マ
リ
は
、一
国
、

地
域
、
国
際
社
会
の
各
レ
ベ
ル
が
重
層

的
に
関
わ
り
な
が
ら
、
紛
争
、
民
主
主

義
、
国
家
の
分
裂
、
地
域
安
全
保
障
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
な
ど

の
様
々
な
問
題
が
結
び
付
い
た
複
合
的

危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
の
広
が
り
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
今
回
の

危
機
の
発
端
と
な
っ
た
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
の
蜂

起
に
焦
点
を
あ
て
、
独
立
以
来
の
マ
リ

が
抱
え
て
き
た
ト
ゥ
ア
レ
グ
問
題
の
歴

史
に
照
ら
し
て
そ
の
特
徴
を
分
析
し
て

み
た
い
。
今
回
の
危
機
は
、
ト
ゥ
ア
レ

グ
問
題
の
み
に
は
還
元
で
き
な
い
大
き

な
広
が
り
を
有
し
て
い
る
が
、
危
機
の

今
後
の
展
開
を
展
望
し
、
解
決
策
を
考

え
る
う
え
で
ト
ゥ
ア
レ
グ
問
題
が
避
け

て
通
れ
な
い
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
． 

マ
リ
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
反
乱
の

歴
史

　

今
日
の
マ
リ
共
和
国
が
位
置
す
る
ニ

ジ
ェ
ー
ル
川
の
中
上
流
域
か
ら
サ
ハ
ラ

砂
漠
に
お
よ
ぶ
地
域
で
は
、
過
去
一
〇

〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
河
川
域
で
の

農
耕
と
金
の
採
掘
、ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー

ム
世
界
と
の
サ
ハ
ラ
越
え
交
易
な
ど
を

背
景
に
、
数
々
の
王
国
が
勃
興
し
、
諸

民
族
の
交
流
が
起
こ
っ
て
き
た
。
一
九

世
紀
末
に
進
出
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の

植
民
地
支
配
下
で
現
在
の
国
境
が
確
定

さ
れ
、
一
九
六
〇
年
に
マ
リ
共
和
国
と

し
て
独
立
を
果
た
し
た
。

　

ト
ゥ
ア
レ
グ
は
、
七
世
紀
の
ア
ラ
ブ

の
侵
入
以
前
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
に
住
む

ベ
ル
ベ
ル
と
総
称
さ
れ
る
人
々
の
な
か

の
ひ
と
つ
の
民
族
で
あ
り
、
西
ア
フ
リ

カ
の
サ
ハ
ラ
・
サ
ヘ
ル
地
帯
で
ラ
ク
ダ

牧
畜
と
交
易
を
生
業
と
し
て
き
た
遊
牧

民
で
あ
る
。
近
年
で
は
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、

マ
リ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
リ
ビ
ア
、
ブ

ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
五
カ
国
に
ま
た
が
り

お
よ
そ
一
五
〇
万
人
が
生
活
し
て
い
る

と
さ
れ
る
。
マ
リ
に
居
住
す
る
ト
ゥ
ア

レ
グ
は
約
六
〇
万
人
と
さ
れ
、
そ
の
多

く
は
北
部
に
集
中
し
て
い
る
。
二
〇
〇

九
年
の
マ
リ
共
和
国
の
セ
ン
サ
ス
で
の

母
語
調
査
か
ら
の
推
計
で
は
、
マ
リ
の

全
人
口
に
占
め
る
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
比
率

は
三
％
程
度
だ
が
、北
部
の
三
地
域（
ト

ン
ブ
ク
ト
ゥ
、
ガ
オ
、
キ
ダ
ル
。
地
域

キダル

ガオ

トンブクトゥ

バマコ（首都）

（出所）著者作成

マリ共和国と北部3地域の位置

特　集

 不安定化する
｢サヘル・アフリカ｣

佐
藤　

章

北
部
の「
独
立
」宣
言
に
揺
れ
る

マ
リ
共
和
国
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は
県
の
上
位
の
行
政
単
位
）
で
は
人
口

比
で
三
〇
％
近
く
を
占
め
る
。
さ
ら
に

キ
ダ
ル
地
域
で
は
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
比
率

は
八
〇
％
を
越
え
る
（
北
部
三
地
域
の

位
置
は
地
図
を
参
照
）。

　

独
立
後
の
マ
リ
で
は
、
首
都
が
置
か

れ
た
南
部
で
社
会
経
済
開
発
が
先
行
し

て
進
む
一
方
、
首
都
か
ら
遠
く
離
れ
た

北
部
の
開
発
は
大
き
く
立
ち
後
れ
た
。

ま
た
、
バ
ン
バ
ラ
を
中
心
と
す
る
南
部

の
諸
民
族
が
政
治
の
実
権
を
握
り
、
北

部
住
民
は
地
方
行
政
の
要
職
か
ら
も
排

除
さ
れ
た
。
北
部
に
暮
ら
す
他
の
主
な

民
族
集
団
（
ソ
ン
ガ
イ
、
プ
ル
、
ア
ラ

ブ
）
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
南
北
格
差

と
南
部
支
配
に
苦
し
ん
だ
の
に
加
え
、

ト
ゥ
ア
レ
グ
は
さ
ら
に
、
独
立
後
の
国

境
管
理
の
厳
格
化
に
よ
り
生
業
で
あ
る

遊
牧
に
も
支
障
が
生
じ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
マ
リ
で

は
、
独
立
直
後
の
一
九
六
二
年
に
ト
ゥ

ア
レ
グ
の
武
装
蜂
起
が
発
生
し
た
。
こ

の
蜂
起
は
翌
年
ま
で
に
マ
リ
政
府
に

よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
、
苛
烈
な
弾
圧
を
避

け
て
多
く
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
が
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
と
リ
ビ
ア
に
逃
れ
た
。
こ
れ
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
一
九
七
〇
〜

七
四
年
、
一
九
八
四
〜
八
五
年
に
相
次

い
で
発
生
し
た
旱か

ん

魃ば
つ

は
、
ト
ゥ
ア
レ
グ

の
生
業
基
盤
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与

え
、
多
く
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
が
家
畜
を
喪

失
し
て
マ
リ
南
部
や
隣
接
す
る
ニ

ジ
ェ
ー
ル
に
難
民
と
し
て
流
出
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
マ
リ
北
部

で
の
苦
境
が
続
い
た
う
え
に
、
さ
ら
に

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
と
リ
ビ
ア
が
国
内
経
済
の
悪
化
を

背
景
に
ト
ゥ
ア
レ
グ
難
民
の
追
放
策
を

取
り
、
多
く
の
者
が
マ
リ
へ
の
帰
還
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

旱
魃
に
よ
る
生
計
基
盤
の
脆
弱
化
と

難
民
帰
還
に
と
も
な
う
人
口
増
を
背
景

に
、
マ
リ
北
部
で
大
規
模
な
ト
ゥ
ア
レ

グ
反
乱
が
発
生
し
た
の
は
一
九
九
〇
年

の
こ
と
で
あ
る
。
よ
く
組
織
さ
れ
た
政

治
集
団
が
主
導
し
、
訓
練
・
経
験
・
装

備
が
豊
富
な
ゲ
リ
ラ
兵
士
（
リ
ビ
ア
で

の
軍
役
経
験
者
）
か
ら
な
る
軍
事
部
門

を
備
え
た
こ
の
反
乱
に
対
し
て
、
マ
リ

政
府
は
交
渉
に
よ
る
解
決
を
目
指
し

た
。
一
九
九
二
年
に
和
平
協
定
が
成
立

し
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
勢
力
側
は
キ
ダ
ル
地

域
の
創
設
、
税
収
の
配
分
比
率
の
引
き

上
げ
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
兵
の
国
軍
へ
の
編

入
な
ど
の
成
果
を
引
き
出
し
た
。
マ
リ

政
府
と
の
和
平
交
渉
締
結
後
も
ト
ゥ
ア

レ
グ
諸
派
間
の
対
立
が
続
い
た
が
、
一

九
九
六
年
に
は
終
息
し
た
。

　

マ
リ
北
部
地
域
で
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
勢

力
に
よ
る
活
動
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら

二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
再
び
活
発
化
し

た
。
マ
リ
政
府
は
こ
の
と
き
も
当
初
か

ら
交
渉
に
よ
る
解
決
を
志
向
し
、
一
九

九
二
年
の
和
平
協
定
の
内
容
を
さ
ら
に

拡
充
す
る
形
で
、地
方
分
権
化
の
推
進
、

開
発
投
資
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
軍
事
的
権

限
の
拡
大
を
骨
子
と
す
る
改
革
を
約
束

し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
続
い
て
、
二
〇
〇

〇
年
代
に
も
マ
リ
政
府
は
交
渉
と
譲
歩

（
利
権
誘
導
）
を
基
本
的
な
組
み
合
わ

せ
と
し
て
ト
ゥ
ア
レ
グ
反
乱
の
解
決
を

図
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
強
硬
な
鎮

圧
は
国
軍
側
に
多
大
な
コ
ス
ト
を
強
い

る
う
え
に
、
政
府
に
対
す
る
ト
ゥ
ア
レ

グ
か
ら
の
信
頼
の
喪
失
に
も
つ
な
が
り

か
ね
な
い
と
い
う
考
慮
が
一
貫
し
て
い

た
。
加
え
て
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
サ

ハ
ラ
地
帯
で
の
活
動
が
活
発
化
し
て
き

た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
発
祥
地
と
す
る
ア

ル
＝
カ
ー
イ
ダ
系
組
織
（
後
述
）
の
活

動
を
封
じ
こ
め
る
た
め
、
ト
ゥ
ア
レ
グ

勢
力
の
協
力
を
仰
ぎ
た
い
と
い
う
マ
リ

政
府
側
の
事
情
も
「
交
渉
と
譲
歩
」
の

背
景
と
な
っ
て
い
た
。

二
．
今
回
の
反
乱
の
特
徴

　

二
〇
一
二
年
一
月
に
始
ま
っ
た
Ｍ
Ｎ

Ｌ
Ａ
を
中
心
と
す
る
反
乱
は
、
以
上
見

て
き
た
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
反
乱
と
は

大
き
く
異
な
る
性
格
を
い
く
つ
か
備
え

て
い
る
。

　

第
一
の
特
徴
は
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
勢
力

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
マ
リ
国
軍
側
を

大
き
く
凌
駕
す
る
軍
事
的
能
力
を
備
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
反
乱
の
中
心
で

あ
る
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
は
、
二
〇
一
一
年
八
月

に
崩
壊
し
た
カ
ダ
フ
ィ
政
権
下
で
リ
ビ

ア
国
軍
に
参
加
し
て
い
た
者
が
多
く
参

加
し
て
い
る
。
カ
ダ
フ
ィ
は
、
リ
ビ
ア

に
逃
れ
て
い
た
ト
ゥ
ア
レ
グ
難
民
に
保

護
を
与
え
る
一
方
、
サ
ハ
ラ
・
サ
ヘ
ル

地
域
に
お
け
る
軍
事
的
影
響
力
を
確
保

す
る
狙
い
も
あ
っ
て
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
兵

を
リ
ビ
ア
国
軍
の
兵
士
と
し
て
育
成
・

温
存
し
て
き
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や

レ
バ
ノ
ン
で
の
戦
闘
経
験
を
有
す
る
と

さ
れ
る
こ
れ
ら
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
兵
は
、

対
空
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を
含
む
高
性
能
の

武
器
と
と
も
に
マ
リ
に
帰
還
し
、
Ｍ
Ｎ

Ｌ
Ａ
に
参
加
し
た
。
さ
ら
に
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ

の
参
謀
総
長
は
元
リ
ビ
ア
国
軍
将
校
が

務
め
て
い
る
。

　

今
回
の
反
乱
の
第
二
の
特
徴
は
、
独

立
を
求
め
る
姿
勢
が
当
初
か
ら
明
確
に

示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
ト
ゥ

ア
レ
グ
反
乱
で
は
、
主
た
る
要
求
は
、

マ
リ
共
和
国
内
で
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
地

位
の
向
上
、
差
別
の
撤
廃
、
地
域
自
立

の
た
め
の
政
策
実
施
に
あ
り
、
自
ら
を

「
マ
リ
共
和
国
の
一
員
」
と
す
る
基
本

姿
勢
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の
反

乱
で
、
当
初
か
ら
「
独
立
」
が
明
確
な

目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
高

度
な
軍
事
的
能
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た

「
強
気
」
の
あ
ら
わ
れ
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

第
三
の
特
徴
は
、
過
激
な
イ
ス
ラ
ー

北部の「独立」宣言に揺れる マリ共和国  
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ム
主
義
組
織
と
の
連
携
で
あ
る
。
ト
ゥ

ア
レ
グ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
だ
が
、
サ

ハ
ラ
地
域
で
活
動
し
て
き
た
過
激
な
イ

ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
に
は
同
調
せ
ず
、

む
し
ろ
前
節
で
触
れ
た
通
り
、
マ
リ
政

府
と
協
力
し
て
封
じ
こ
め
に
当
た
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
マ
リ
北
部
の
ト
ゥ
ア

レ
グ
有
力
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て

き
た
イ
ヤ
ド
・
ア
グ
・
ガ
リ
と
い
う
人

物
が
、
近
年
急
速
に
ジ
ハ
ー
ド
主
義
の

思
想
に
傾
倒
し
、
今
回
の
反
乱
と
同
時

に
「
ア
ン
サ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ン
」（
Ａ
Ｄ
）

な
る
過
激
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
を
発

足
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。
Ａ
Ｄ
は
、

サ
ハ
ラ
地
域
で
こ
こ
数
年
活
発
な
活
動

を
続
け
て
き
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
・
マ
グ

レ
ブ
の
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
」（
Ａ
Ｑ
Ｉ

Ｍ
）
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
、
マ
リ
で

の
活
動
に
特
化
し
た
組
織
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
は
、
も
と
も
と
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
で
武
装
活
動
を
展
開
し
て
き
た
イ

ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
「
宣
教
と
戦
闘
の

た
め
の
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
集
団
」（
Ｇ

Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
を
母
体
と
し
た
組
織
で
、
二

〇
〇
七
年
に
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
と
の
連

携
を
公
式
に
表
明
し
て
い
た
。「
対
テ

ロ
戦
争
」
に
強
い
関
心
を
持
つ
欧
米
諸

国
の
後
押
し
を
受
け
、
サ
ヘ
ル
・
サ
ハ

ラ
諸
国
は
連
携
し
て
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
封
じ

こ
め
を
図
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
な

か
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
は
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
が
独
立

国
家
を
樹
立
す
れ
ば
そ
こ
が
安
全
な
根

拠
地
に
な
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た

と
さ
れ
る
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
系
列
の
Ａ
Ｄ
が

マ
リ
で
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
反
乱
に
参
加
し

た
の
は
、
同
盟
者
を
求
め
る
ト
ゥ
ア
レ

グ
側
と
、
安
全
な
根
拠
地
を
求
め
る
Ａ

Ｑ
Ｉ
Ｍ
側
の
利
害
の
一
致
の
産
物
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

マ
リ
政
府
側
の
対
応
に
も
こ
れ
ま
で

と
は
相
違
が
見
ら
れ
る
。
前
節
で
み
た

と
お
り
マ
リ
政
府
は
、
一
九
九
〇
年
代

以
降
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
反
乱
に
対
し
て
、

交
渉
と
譲
歩
を
基
本
と
す
る
対
応
を

取
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
反
乱

に
対
し
て
は
蜂
起
後
す
ぐ
に
、
Ｍ
Ｎ
Ｌ

Ａ
の
複
数
の
拠
点
に
対
し
て
反
撃
を
仕

掛
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
が

二
〇
〇
〇
年
代
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
反
乱
の

際
に
最
後
ま
で
和
平
を
拒
ん
だ
派
閥
の

流
れ
を
汲
む
組
織
で
あ
る
こ
と
と
、
ア

ル
＝
カ
ー
イ
ダ
系
組
織
が
介
在
し
て
い

る
こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
。

三
．
マ
リ
政
府
の
混
乱

　

こ
れ
ま
で
で
も
っ
と
も
強
力
な
ト
ゥ

ア
レ
グ
反
乱
は
、
思
わ
ぬ
形
で
マ
リ
の

政
権
崩
壊
を
惹
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ

た
。
マ
リ
国
軍
が
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
に
大
敗
を

喫
し
た
二
〇
一
二
年
一
月
半
ば
の
戦
い

の
あ
と
、
戦
闘
の
跡
地
に
入
っ
た
国
軍

兵
士
ら
は
惨
殺
さ
れ
て
い
る
同
僚
兵
士

を
発
見
し
、
そ
の
写
真
を
携
帯
電
話
で

首
都
バ
マ
コ
の
家
族
ら
に
送
信
し
た
。

こ
の
写
真
が
メ
デ
ィ
ア
で
公
開
さ
れ
、

マ
リ
国
軍
の
苦
戦
が
南
部
で
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
Ａ
・

Ｔ
・
ト
ゥ
ー
レ
大
統
領
が
進
め
て
き
た

交
渉
と
譲
歩
を
基
本
と
す
る
北
部
政
策

に
対
す
る
疑
問
の
声
が
あ
が
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
国
軍
兵
士
の

あ
い
だ
で
も
、
装
備
や
人
員
の
十
分
な

増
強
も
な
く
強
硬
策
に
転
じ
た
政
府
に

対
す
る
不
信
感
が
強
ま
っ
た
と
さ
れ

る
。

　

二
〇
一
二
年
二
月
に
バ
マ
コ
近
郊
で

兵
士
た
ち
に
十
分
な
弾
薬
を
提
供
す
る

よ
う
求
め
る
軍
人
の
妻
た
ち
の
抗
議
行

動
が
起
こ
り
、
同
年
三
月
二
一
日
に
は

軍
人
自
ら
が
同
じ
理
由
で
抗
議
行
動
を

起
こ
し
た
。
兵
士
た
ち
は
説
得
の
た
め

に
基
地
を
来
訪
し
た
国
防
相
を
投
石
で

追
い
払
っ
た
の
ち
首
都
バ
マ
コ
に
押
し

寄
せ
、
翌
三
月
二
二
日
ま
で
に
大
統
領

宮
殿
と
国
営
放
送
局
を
占
拠
し
て
、

ト
ゥ
ー
レ
大
統
領
の
打
倒
、
憲
法
の
停

止
、軍
事
委
員
会
の
発
足
を
宣
言
し
た
。

　

西
ア
フ
リ
カ
諸
国
経
済
共
同
体
（
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
）
は
、
非
憲
法
的
手
段
に

よ
る
権
力
の
奪
取
は
認
め
ら
れ
な
い
と

す
る
姿
勢
を
保
ち
、
軍
事
委
員
会
が
政

権
掌
握
し
た
マ
リ
を
資
格
停
止
に
し
た

う
え
で
、
制
裁
（
国
境
封
鎖
と
中
央
銀

行
の
口
座
凍
結
）
を
実
施
し
て
圧
力
を

か
け
た
。
ク
ー
デ
タ
兵
は
こ
の
圧
力
に

屈
す
る
か
た
ち
で
兵
営
に
帰
る
こ
と
を

約
束
し
（
四
月
六
日
）、
潜
伏
し
て
い

た
ト
ゥ
ー
レ
大
統
領
が
公
の
場
に
姿
を

現
し
て
辞
任
を
表
明
し
（
四
月
八
日
）、

憲
法
規
定
に
従
っ
て
Ｄ
・
ト
ラ
オ
レ
国

民
議
会
議
長
が
暫
定
大
統
領
に
就
任
し

た
（
四
月
一
二
日
）。

　
「
怒
れ
る
兵
士
た
ち
」
の
ク
ー
デ
タ

劇
が
一
応
の
終
息
を
見
る
ま
で
の
三
週

間
あ
ま
り
の
あ
い
だ
、
マ
リ
国
軍
側
の

北
部
で
の
活
動
は
停
止
し
、
こ
の
空
白

を
利
す
る
形
で
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
は
Ａ
Ｄ
の
協

力
を
受
け
な
が
ら
北
部
で
支
配
地
を
拡

大
し
、
二
〇
一
二
年
四
月
六
日
の
「
独

立
」
宣
言
に
至
っ
た
。
ト
ラ
オ
レ
暫
定

大
統
領
は
就
任
後
す
ぐ
に
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
の

も
と
に
特
使
を
派
遣
し
、
北
部
問
題
解

決
に
取
り
組
む
意
欲
を
示
し
た
も
の

の
、「
マ
リ
の
領
土
的
一
体
性
を
堅
持

す
る
（
＝
独
立
は
認
め
な
い
）」
こ
と

と
「
外
国
の
勢
力
﹇
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
な
ら
び

に
こ
れ
に
支
援
さ
れ
た
Ａ
Ｄ
を
指
す
│

筆
者
注
﹈
と
は
交
渉
し
な
い
」
と
い
う

原
則
論
的
な
見
解
を
示
す
に
と
ど
ま

り
、
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
提
案
は

一
切
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

本
来
マ
リ
で
は
、
二
〇
一
二
年
五
月

に
ト
ゥ
ー
レ
大
統
領
が
任
期
切
れ
を
迎

え
る
た
め
、
同
月
に
後
継
の
座
を
争
う

大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
（
ト
ゥ
ー
レ
大
統
領
は
も
と
も

と
任
期
切
れ
と
と
も
に
退
陣
す
る
意
向

を
表
明
し
て
い
た
）。
ク
ー
デ
タ
未
遂
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と
北
部
の
混
乱
に
よ
っ
て
大
統
領
選
挙

の
実
施
が
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
改

め
て
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
が
ト
ラ
オ

レ
暫
定
大
統
領
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の

任
務
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
っ
た
ん
兵
舎
に
帰
る
と

約
束
し
た
ク
ー
デ
タ
兵
は
、
依
然
と
し

て
実
権
掌
握
を
狙
っ
て
お
り
、
暫
定
政

権
発
足
後
も
政
治
家
を
標
的
と
し
た
恣

意
的
な
逮
捕
や
暴
行
な
ど
の
政
治
介
入

を
繰
り
か
え
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な

な
か
二
〇
一
二
年
五
月
二
一
日
に
は

ク
ー
デ
タ
兵
を
支
持
す
る
若
者
ら
が
大

統
領
宮
殿
に
乱
入
し
、
暫
定
大
統
領
を

殴
打
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
暫
定
大

統
領
は
精
密
検
査
の
名
目
で
翌
日
に
パ

リ
に
渡
っ
た
が
、
異
常
な
し
と
の
所
見

に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
後
二
カ
月
あ
ま

り
も
パ
リ
の
病
院
で
「
静
養
」
を
続
け

た
。
こ
の
事
件
は
、
暫
定
政
権
の
正
統

性
を
ク
ー
デ
タ
兵
が
認
め
て
お
ら
ず
、

政
権
運
営
の
う
え
で
欠
か
せ
な
い
治
安

維
持
も
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
七
月
末
に
暫
定
大
統
領

は
よ
う
や
く
バ
マ
コ
に
戻
っ
た
も
の

の
、
暫
定
政
権
が
実
質
的
に
機
能
し
な

い
状
態
は
続
い
て
お
り
、
北
部
問
題
の

解
決
も
大
統
領
選
挙
の
実
施
も
展
望
が

み
え
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

●
む
す
び
に
代
え
て

　

―
「
独
立
」
宣
言
の
ゆ
く
え
―

　

で
は
こ
の
よ
う
に
政
府
の
北
部
対
策

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
北
部
は
こ
の
機
会
を
捉
え
、
実
質

的
な
独
立
に
向
け
て
着
実
に
既
成
事
実

を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
。
む
す
び
に
代
え
て
こ
の
点
を

検
討
し
て
み
た
い
。結
論
か
ら
言
う
と
、

北
部
の
「
独
立
」
に
関
し
て
は
大
き
く

二
つ
の
問
題
が
あ
り
、
や
す
や
す
と
進

展
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

　

第
一
の
問
題
は
北
部
共
闘
の
ゆ
ら
ぎ

で
あ
る
。
北
部
支
配
の
拡
大
に
む
け
て

共
闘
し
て
き
た
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
と
Ａ
Ｄ
の
関

係
は
緊
張
を
は
ら
ん
で
い
る
。
Ｍ
Ｎ
Ｌ

Ａ
の
政
治
的
志
向
性
は
世
俗
主
義
で
あ

る
が
、
片
や
Ａ
Ｄ
は
過
激
な
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
を
掲
げ
て
い
る
（
実
際
に
ト
ン

ブ
ク
ト
ゥ
な
ど
北
部
の
主
要
都
市
で

は
、
Ａ
Ｄ
の
主
導
権
の
も
と
に
イ
ス

ラ
ー
ム
法
の
施
行
が
宣
言
さ
れ
て
い

る
）。
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お

い
て
、
世
俗
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

が
鋭
い
緊
張
関
係
を
繰
り
広
げ
て
き
た

歴
史
を
み
る
に
、
こ
の
対
立
を
解
消
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
現
に
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ａ
と
Ａ
Ｄ
は
合
併
協

議
を
い
っ
た
ん
始
め
た
も
の
の
、
世
俗

主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
と
い
う
根
本

部
分
を
め
ぐ
っ
て
相
互
に
不
信
感
を
募

ら
せ
、
両
派
で
戦
闘
が
行
わ
れ
る
事
態

に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
ま
た
北
部
で
は

こ
の
二
つ
の
組
織
の
他
に
、「
西
ア
フ

リ
カ
統
一
聖
戦
運
動
」（
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ａ
Ｏ
）

と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
が
独
自

に
活
発
な
活
動
を
行
う
に
至
っ
て
い

る
。
マ
リ
北
部
で
は
諸
勢
力
が
乱
立
す

る
傾
向
が
現
れ
て
お
り
、
北
部
解
放
に

向
け
た
統
一
戦
線
の
構
築
に
向
け
て
事

態
が
動
い
て
い
る
と
は
今
の
と
こ
ろ
言

え
な
い
情
勢
で
あ
る
。

　

第
二
の
問
題
は
こ
れ
ら
武
装
勢
力
に

対
す
る
北
部
住
民
の
態
度
で
あ
る
。
Ｍ

Ｎ
Ｌ
Ａ
は
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
組
織
で
は
あ

る
が
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
か
ら
広
い
支
持
を

得
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
と
も
と

ト
ゥ
ア
レ
グ
社
会
で
は
氏
族
や
首
長
が

強
い
自
律
性
を
有
す
る
分
権
的
傾
向
が

強
く
、
統
一
的
な
組
織
が
形
成
さ
れ
に

く
い
。
さ
ら
に
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
な
か

に
は
政
府
（
議
員
や
官
僚
）
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
の
活
動
を
通
じ
た
開
発
や
地
位
向

上
に
取
り
組
む
人
び
と
も
多
く
、
武
装

蜂
起
が
唯
一
の
解
決
策
だ
と
は
必
ず
し

も
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
Ｍ
Ｎ

Ｌ
Ａ
は
ト
ゥ
ア
レ
グ
に
限
定
さ
れ
な
い

北
部
諸
民
族
の
解
放
を
主
張
の
う
え
で

は
掲
げ
て
い
る
が
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
以
外

の
北
部
住
民
で
あ
る
ア
ラ
ブ
、
ソ
ン
ガ

イ
、
プ
ル
か
ら
支
持
を
受
け
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
他
方
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

組
織
に
つ
い
て
は
、
マ
リ
北
部
住
民
の

大
半
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
だ
と
は
い

え
、
マ
リ
で
は
も
と
も
と
穏
健
な
も
の

も
含
め
て
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
の
活

動
が
全
般
的
に
低
調
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
厳
格
な
イ
ス

ラ
ー
ム
法
の
施
行
を
目
指
す
Ａ
Ｄ
（
な

ら
び
に
そ
れ
に
近
い
主
張
を
持
つ
と
考

え
ら
れ
る
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ａ
Ｏ
）
の
活
動
方
針

に
対
し
て
は
な
お
さ
ら
異
論
も
多
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
本
論
で
は
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
問

題
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
今
回
の
危

機
を
分
析
し
、「
独
立
」
国
家
と
し
て

の
内
実
を
欠
い
た
ま
ま
諸
派
乱
立
状
態

に
陥
り
つ
つ
あ
る
北
部
と
、
ク
ー
デ
タ

兵
の
介
入
に
よ
っ
て
機
能
不
全
が
続
く

マ
リ
暫
定
政
権
と
が
、
不
安
定
な
状
態

を
長
引
か
せ
る
要
因
と
し
て
相
互
に
作

用
し
つ
つ
、
今
後
の
解
決
に
向
け
た
展

望
が
開
け
な
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
検

討
し
て
き
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
に
よ
る

軍
事
介
入
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
マ
リ

情
勢
は
今
後
さ
ら
に
大
き
く
展
開
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
事
態
の
推
移
を
注
意

深
く
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
二
〇
一
二
年
七
月
三
一
日
脱
稿
）

（
さ
と
う　

あ
き
ら
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

北部の「独立」宣言に揺れる マリ共和国  
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